
第
７
回
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
検
討
会

司会ごあいさつ 新エネル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
統
括
主
幹
渡
辺
重
信
氏

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
主
査
本
多
文
博
氏

王
子
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
開
発
研
究
所
専
門
役
杉
浦
　
純
氏

新
日
鉄
住
金
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
プ
ラ
ン
ト
商
品
開
発
室
マ
ネ
ジ
ャ
ー
木
内
崇
文
氏

　
当
社
は
「
早
生
樹
か
ら
の
メ

カ
ノ
ケ
ミ
カ
ル
パ
ル
ピ
ン
グ
前

処
理
に
よ
る
エ
タ
ノ
ー
ル
一
貫

生
産
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
１
社

で
、
食
品
廃
棄
物
や
み
か
ん
搾

汁
残
渣
な
ど
で
ん
ぷ
ん
や
糖
を

ざ
ん
さ

対
象
と
し
た
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造

技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
と
に
、

セ
ル
ロ
ー
ス
系
エ
タ
ノ
ー
ル
製

造
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
の

設
計
建
設
と
、濃
縮
脱
水
工
程

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
プ
ラ
ン
ト
で
は
蒸

留
工
程
が
大
き
な
役
割
を
担

う
。
セ
ル
ロ
ー
ス
エ
タ
ノ
ー
ル

化
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
酵
素
回
収

型
蒸
留
」
方
式
を
と
る
た
め
に

発
酵
液
中
の
水
分
蒸
発
・
濃
縮

と
い
う
工
程
が
必
要
と
あ
っ

て
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
を
対

象
と
す
る
通
常
の
蒸
留
よ
り
エ

ネ
ル
ギ
ー
負
荷
が
大
き
い
。
こ

の
蒸
留
方
式
を
省
エ
ネ
化
す
る

に
は
、
蒸
発
し
た
塔
頂
の
プ
ロ

セ
ス
蒸
気
を
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー

で
圧
縮
し
て
温
度
を
上
げ
、
塔

底
の
加
熱
と
原
料
の
供
給
の
予

熱
に
利
用
す
る
「
自
己
熱
再
生

型
技
術
」
が
欠
か
せ
な
い
。

　
同
技
術
は
北
九
州
市
の
プ
ラ

ン
ト
で
実
証
し
、
省
エ
ネ
度
を

確
認
し
た
。
現
在
は
呉
市
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
で
試
験

中
。
自
己
熱
再
生
に
よ
り
電
力

に
つ
い
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
的
に

自
立
で
き
る
こ
と
は
大
き
い
。

三
菱
総
合
研
究
所
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
本
部
長
井
上
貴
至
氏

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
革
新
技
術
研
究
組
合
技
術
部
長
守
田
英
太
郎
氏

「
早
生
樹
か
ら
の
メ
カ
ノ
ケ
ミ
カ
ル
パ
ル
ピ
ン
グ
前
処
理
に
よ
る
エ
タ
ノ
ー
ル
一
貫
生
産
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」

「
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
に
お
け
る
第
２
世
代
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
実
用
化
の
取
り
組
み
」

「新日鉄住金エンジニアリングにおけるバイオエタノール製造技術の開発」「バイオエタノールの市場動向と持続可能性基準について」 「
エ
ネ
ル
ギ
ー
植
物
栽
培
か
ら
ア
ン
モ
ニ
ア
前
処
理
技
術
に
基
づ
く
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
ま
で
の
一
貫
生
産
シ
ス
テ
ム
開
発
」

温
室
ガ
ス
排
出
「
％
未
満
」
達
成
課
題

　
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
世
界

の
生
産
量

燃
料
用

は
現
在

約
８
５
０
０
万

で
、
日
本

の
ガ
ソ
リ
ン
消
費
量
の
約
１
・

５
倍
に
当
た
る
。
世
界
全
体
の

２
０
１
０
―

年
の
年
平
均
成

長
率
は
６
・

％
。
今
後
の
国

別
見
通
し
で
は
米
国
が
首
位

で
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
欧
州
連
合

Ｅ
Ｕ

の
順
で
多
い
。

　
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
は
２
０

０
０
年
以
降
、
食
料
競
合
や
生

物
多
様
性
の
問
題
な
ど
が
世
界

的
な
課
題
と
な
り
、
セ
ル
ロ
ー

ス
系
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
開

発
が
急
が
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
を
後
押
し
す
る
た

め
、
主
要
各
国
は
バ
イ
オ
燃
料

の
持
続
的
な
燃
料
開
発
の
あ
り

方
に
関
す
る
議
論
を
始
め
た
。

Ｅ
Ｕ
で
は
、
Ｅ
Ｕ
指
令
で
「

年
ま
で
に

％
相
当
を
バ
イ
オ

燃
料
由
来
と
す
る
」
こ
と
と

し
、
こ
の
た
め
「
セ
ル
ロ
ー
ス

系
の
バ
イ
オ
燃
料
を
優
遇
す

る
」
と
の
規
定
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
で
バ
イ
オ
燃
料

の
「
持
続
可
能
性
基
準
」
が
誕

生
し
た
。
日
本
で
は

年
に
同

基
準
の
運
用
が
始
ま
っ
た
。
こ

の
中
で
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル

は
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ

ン
ト

Ｌ
Ｃ
Ａ

に
お
け
る
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
揮
発

油
、
ガ
ソ
リ
ン
に
比
べ
て

％

未
満
と
す
る
の
を
は
じ
め
、
調

達
に
当
た
っ
て
は
食
料
競
合
の

回
避
、
生
物
多
様
性
の
確
保
に

配
慮
す
る
こ
と
も
併
記
し
て
い

る
。

　
こ
の

％
未
満
と
い
う
基
準

を
技
術
的
に
ど
う
す
れ
ば
達
成

可
能
な
の
か
が
大
き
な
テ
ー
マ

と
な
っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

「
セ
ル
ロ
ー
ス
系
エ
タ
ノ
ー
ル

革
新
的
生
産
シ
ス
テ
ム
開
発
事

業
」
に
参
画
す
る
各
社
が
そ
の

達
成
に
向
け
て
努
力
し
て
い

る
。

万��規模の生産技術確立へ

　
当
組
合
は
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
三
菱
重
工
業
メ
カ

ト
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
、
ト
ヨ
タ
自

動
車
、
鹿
島
、
サ
ッ
ポ
ロ
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
東
レ
が
設
立

し
、
東
京
大
学
と
の
共
同
研
究

体
制
で
、
食
料
と
競
合
し
な
い

エ
タ
ノ
ー
ル
の
一
貫
生
産
シ
ス

テ
ム
を
手
が
け
て
い
る
。
原
料

の
植
物
収
穫
時
期
を
分
散
化
し

て
、
貯
蔵
コ
ス
ト
を
低
減
で
き

る
「
周
年
供
給
シ
ス
テ
ム
」
を

確
立
し
た
。

　
エ
タ
ノ
ー
ル
の
製
造
技
術
は

前
処
理
、
酵
素
糖
化
、
発
酵
、

濃
縮
脱
水
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
な

る
。
前
処
理
は
ア
ン
モ
ニ
ア
を

使
っ
た
日
本
の
独
自
技
術
で
あ

る
。
ア
ン
モ
ニ
ア
は
ガ
ス
で
処

理
す
る
た
め
、
ア
ン
モ
ニ
ア
を

飛
ば
し
た
あ
と
の
バ
イ
オ
マ
ス

は
乾
燥
し
て
お
り
、
大
事
な
糖

質
成
分
を
排
水
に
流
し
て
し
ま

う
心
配
が
な
い
の
が
特
徴
だ
。

課
題
だ
っ
た
ア
ン
モ
ニ
ア
の
処

理
・
回
収
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
大

幅
に
減
ら
せ
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
最
終
年
度
の

製
造
コ
ス
ト
目
標
は
１

当
た

り

円

原
油
が
１

の

時

で
、
そ
れ
に
は
酵
素
コ
ス

ト
を

円
に
抑
え
る
こ
と
が
欠

か
せ
な
い
。
当
初
は
１
０
０
円

を
大
き
く
超
す
水
準
だ
っ
た

が
、
現
在
は
す
で
に

円
を
達

成
で
き
る
め
ど
が
つ
い
た
。

　
酵
素
の
開
発
で
は
、
糖
化
に

最
適
な
酵
素
を
自
製
す
る
ほ

か
、
使
用
量
削
減
や
回
収
量
の

向
上
も
必
要
で
あ
る
。
糖
化
液

の
濃
縮
、
非
遺
伝
子
組
み
換
え

酵
母
に
よ
る
発
酵
の
実
現
も
大

切
な
要
素
。
特
に
重
要
な
の
は

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
目
標
を
達
成

し
な
が
ら
原
油
に
対
す
る
競
争

力
あ
る
価
格
を
実
現
す
る
こ
と

だ
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
今
、
５
カ

年
計
画
の
最
終
年
度
に
当
た
る

が
、
エ
タ
ノ
ー
ル
の
コ
ス
ト
を

現
状
の
１

当
た
り

円
か
ら

さ
ら
に
実
用
的
な
水
準
に
引
き

下
げ
る
技
術
的
な
め
ど
を
付
け

た
い
。

　
年
産

万

規
模
の
生
産

技
術
の
確
立
を
目
指
し
、
部
分

最
適
化
で
は
な
く
全
体
最
適
化

を
図
っ
て
い
る
。
事
業
化
に
資

す
る
技
術
と
し
て
、
持
続
的
で

安
定
供
給
が
可
能
な
一
貫
シ
ス

テ
ム
と
し
て
い
き
た
い
。

製造プロセス改善でコスト削減バイオ燃料製造の有用要素技術開発

　
当
社
は
紙
の
需
要
が
Ｉ
Ｔ
化

な
ど
で
減
り
つ
つ
あ
り
、
事
業

構
造
転
換
の
一
環
と
し
て
バ
イ

オ
エ
タ
ノ
ー
ル
関
連
開
発
を
進

め
て
い
る
。
原
料
で
あ
る
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
は
現
在
製
紙
原
料

と
し
て
安
定
調
達
す
る
た
め
海

外
で
大
規
模
な
植
林
を
行
っ
て

い
る
。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
は
草

本
系
バ
イ
オ
マ
ス
よ
り
量
産
に

適
し
て
お
り
、
１
年
中
い
つ
で

も
伐
採
で
き
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
効
果
が
見
込
め
る
。
当

社
の
メ
リ
ッ
ト
は
エ
タ
ノ
ー
ル

製
造
に
不
可
欠
な
前
処
理
や
排

水
処
理
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
な

ど
に
紙
パ
ル
プ
製
造
設
備
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
せ
る
こ
と
だ
。

　
一
貫
生
産
シ
ス
テ
ム
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
い
く
つ
か

の
課
題
が
あ
る
。
前
処
理
で
は

高
収
率
、
低
動
力
負
荷
で
酵
素

の
糖
化
を
容
易
に
す
る
「
メ
カ

ノ
ケ
ミ
カ
ル
パ
ル
ピ
ン
グ
」
と

い
う
方
法
の
導
入
を
進
め
て
い

る
。
従
来
別
々
だ
っ
た
糖
化
、

発
酵
を
同
時
に
行
い
、
高
温
耐

性
酵
母
も
使
う
こ
と
で
、
な
る

べ
く
高
い
原
料
濃
度
で
短
時
間

で
効
率
的
に
反
応
さ
せ
て
、
コ

ス
ト
低
減
を
目
指
す
技
術
開
発

を
続
け
て
い
る
。

　
実
用
設
備
と
比
べ
規
模
の
小

さ
い
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト

原
料
処
理
能
力
１
日
１

規

模

で
の
マ
テ
リ
ア
ル
ハ
ン
ド

リ
ン
グ
の
難
し
さ
を
克
服
す
る

な
ど
改
善
に
努
め
た
。

　
海
外
の
植
林
地
で
は
植
栽
試

験
を
行
い
、
経
済
性
や
温
室
効

果
ガ
ス
の
評
価
に
反
映
さ
せ
て

い
る
。
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
工
場

の
立
地
に
つ
い
て
は
、
事
業
化

モ
デ
ル
に
よ
る
試
算
・
分
析
を

重
ね
て
い
る
。
製
造
コ
ス
ト
は

目
標
に
届
い
て
い
な
い
が
、
各

プ
ロ
セ
ス
の
効
率
改
善
で
コ
ス

ト
削
減
に
取
り
組
み
た
い
。
事

業
化
は
年
産

万
―

万

規
模
を
想
定
し
て
お
り
、
当
面

は
１
万

規
模
へ
の
ス
ケ
ー

ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
。

　
注
目
さ
れ
る
セ
ル
ロ
ー
ス
系

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
は
、
国
の

「
バ
イ
オ
燃
料
技
術
革
新
計

画
」
で
製
造
コ
ス
ト
１

当
た

り

円
と
い
う
大
き
な
目
標
を

掲
げ
て
い
る
。
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
で

は
、
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
か
ら
低

廉
な
燃
料
を
効
率
よ
く
つ
く
る

た
め
の
要
素
技
術
を
開
発
す
る

「
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

高
効
率
転
換
技
術
開
発
」
と
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
低
減
や

回
収
率
、
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ

２

削
減
率
の
向
上
を
実
現
す

る
資
源
作
物
か
ら
の
バ
イ
オ
エ

タ
ノ
ー
ル
一
貫
生
産
シ
ス
テ
ム

の
基
盤
技
術
を
確
立
す
る
「
セ

ル
ロ
ー
ス
系
エ
タ
ノ
ー
ル
革
新

的
生
産
シ
ス
テ
ム
開
発
事
業
」

と
い
う
二
つ
の
事
業
を
推
進
し

て
き
た
。

　
高
効
率
転
換
技
術
開
発
は
２

０
１
２
年
度
で
終
わ
り
、
今
年

度
か
ら
新
規
の
「
バ
イ
オ
燃
料

製
造
の
有
用
要
素
技
術
開
発
」

を
立
ち
上
げ
た
。
特
に
有
望
な

要
素
技
術
を
抽
出
し
開
発
を
進

め
て
い
く
。

　
革
新
的
生
産
シ
ス
テ
ム
開
発

は

年
度
で
終
わ
る
予
定
だ
。

年
の
商
用
化
開
始
を
に
ら
み

全
国
の
ガ
ソ
リ
ン
の
３
％
相
当

超
の
バ
イ
オ
燃
料
を
導
入
す
る

方
針
に
従
い
、
一
貫
生
産
シ
ス

テ
ム
の
研
究
開
発
を
進
め
て
い

る
。
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
原

料
栽
培
か
ら
前
処
理
、
糖
化
・

発
酵
、
蒸
留
ま
で
の
全
プ
ロ
セ

ス
で
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
と
コ
ス
ト

削
減
を
図
っ
て
い
く
。

　
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
、
当
初

７
０
０
―
８
０
０
円
か
か
っ
て

い
た
製
造
コ
ス
ト
を

年
末
時

点
で
１
０
０
―
１
５
０
円
程
度

に
ま
で
低
減
で
き
た
。

年
に

は
目
標
の

円
を
実
現
さ
せ
る

べ
く
各
過
程
に
お
け
る
コ
ス
ト

削
減
を
徹
底
し
た
い
。
今
後
十

分
な
技
術
的
検
討
が
欠
か
せ
な

い
。

バイオマスエネルギー開発の現状セルロース系エタノール
低
コ
ス
ト
・
効
率
生
産
課
題

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
や
地
球
温
暖
化

な
ど
に
伴
っ
て
、
自
動
車
技
術
や
そ
の
燃
料

に
多
様
化
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。
ガ
ソ
リ
ン

や
軽
油
と
い
っ
た
石
油
系
燃
料
の
依
存
度
を

下
げ
る
た
め
、
バ
イ
オ
燃
料
の
導
入
が
進
み

つ
つ
あ
る
。
日
本
で
は
石
油
精
製
業
者
に
非

化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
判
断
基
準
が
示
さ

れ
て
お
り
、
２
０
１
７
年
度
に
原
油
換
算
で

万

と
の
利
用
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
で
ん
ぷ
ん
質
や
サ
ト
ウ
キ

ビ
の
糖
質
に
よ
る
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
は
食

料
と
の
競
合
の
心
配
が
あ
る
。
そ
の
懸
念
が

な
い
セ
ル
ロ
ー
ス
系
エ
タ
ノ
ー
ル
が
注
目
さ

れ
て
お
り
、
低
コ
ス
ト
で
効
率
的
な
生
産
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減

す
べ
く
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

Ｌ

Ｃ
Ａ

の
視
点
も
重
要

だ
。

　
モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

、

三
菱
総
合
研
究
所
と
共
催
で
、
９
月

日
、
都
内
で
「
第
７
回
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
検
討
会

―
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
開
い
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
が
民
間
企
業
や
大
学
な
ど
に
委
託
し

て
い
る
二
つ
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
状
報
告
を
軸
に
、
自
動
車
用
燃
料
と
し
て
脚
光
を

浴
び
る
セ
ル
ロ
ー
ス
系
エ
タ
ノ
ー
ル
の
市
場
動
向
や
今
後
の
方
向
性
を
探
っ
た
。

ビジネスチャンスをつかもうと聞き入る参加者たち

「
自
己
熱
再
生
型
技
術
」
省
エ
ネ
度
確
認

（ ） 　　 ２０１３年 平成２５年 １０月１８日 金曜日 　　


